
 

平成 28 年度静岡県原子力防災訓練の実施結果 

 

１ 平成28年度静岡県原子力防災訓練の概要 

  県と原子力災害対策重点区域を持つ11市町が主催し、静岡県地域防災計画（原

子力災害対策の巻）、浜岡地域原子力災害広域避難計画等に基づく総合的な訓練

を、初日の図上訓練と２日目の実動訓練の二日間にわたりおこなった。 

図上訓練では、主に平成 28 年３月に竣工した「原子力防災センター」を会場

とし、緊急時モニタリングの結果から防護措置（避難・一時移転等）の実施方

針を決定する訓練等を実施した。 

実動訓練では、避難退域時検査場所の設置・運営訓練や在宅要配慮者の屋内

退避訓練等を実施した。 

 

２ 図上訓練（原子力防災センター等運営訓練） 

(１) 日 程  平成 29 年２月９日（木）９時 30 分から 15 時 30 分まで 

 

(２) 会 場  原子力防災センター、県危機管理センター、各市町庁舎等 

 

(３) 参加機関 

県危機管理部・健康福祉部・試験研究機関、県警本部、県内市町、広域避難先

都県、国、中部電力等約２７０名の防災要員が参加。 

 

(４) 訓練想定 

浜岡原子力発電所４号機で過酷事故が発生し、外部に放射性物質が放出されたこ

とを想定し訓練を実施。 
 

(５) 訓練内容（詳細は別紙訓練項目及び内容を参照） 

①オフサイトセンター（ＯＦＣ）運営訓練 

②緊急時モニタリングセンター（ＥＭＣ）運営訓練 

③緊急時モニタリング結果に基づく防護措置の実施方針決定訓練 

④防護措置等の情報伝達訓練 

・ 「原子力防災ポータル」による住民への情報伝達訓練 

・ 安定ヨウ素剤の備蓄状況の確認訓練 

・ 避難先都県との受入可否の確認訓練 
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３ 実動訓練 

(１) 日 程 平成 29 年２月 10 日（金）８時 30 分から 12 時 00 分まで 

(２) 会 場 

新東名高速道路浜松ＳＡ下り線、谷稲葉うぐいすパーキングエリア、御前崎市白羽

公民館、菊川市小笠南地区コミュニティセンター、市立御前崎総合病院、県立総合

病院、浜松医科大学附属病院、御前崎市消防本部、（国）150号千浜南交差点 等 

 

(３) 参加機関等  31 機関約 650 人 (うち参加住民約 300 人) 

自衛隊、県警察本部、関係消防本部、市立御前崎総合病院、県立総合病院、浜松医

科大学附属病院、灯光園、東海清風園、（公社）県放射線技師会、中部電力㈱ 等    

 

(３) 訓練想定 

浜岡原子力発電所４号機で過酷事故が発生し、外部に放射性物質が放出されたこ

とを想定し訓練を実施。 
 

(４) 訓練内容（詳細は別紙訓練項目及び内容を参照） 

①住民避難訓練、②住民への情報伝達訓練、③避難退域時検査場所運営訓練、④在

宅要配慮者屋内退避訓練、⑤原子力災害医療訓練、⑥消防隊員の原子力防災資機材

取扱訓練、⑦放射線防護対策設備稼働訓練、⑧警戒区域設定訓練、⑨避難誘導訓練 
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①

 放
射

線
防

護
対

策
設

備
の

稼
動

②
 屋

内
退

避
に

必
要

な
資

機
材

、
食

料
等

の
確

認

２
月

1
0
日

（
金

）
実

動
◎

県
危

機
管

理
部

、
御

前
崎

市
、

東
海

清
風

園
、

灯
光

園

５
－

３
．
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①
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岡
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①
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②
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．
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に
お

い
て

混
乱

防
止

対
策

の
実

施
２

月
1
0
日

（
金

）
実

動
◎

県
警

察
本

部
、

関
係

警
察

署

５
．

放
射

線
防

護
対

策
設

備
稼

働
訓

練

６
．

警
戒

区
域

設
定

訓
練

訓
練

項
目

４
．

消
防

隊
員

の
原

子
力

防
災

資
機

材
取

扱
訓

練

３
．

原
子

力
災

害
医

療
訓

練
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平
成

28
年

度
静

岡
県

原
子

力
防

災
訓

練
の

実
施

箇
所

住
民

避
難

訓
練

住
民

避
難

訓
練

避
難

退
域

時
検

査
場

所
運

営
訓

練
（
新

東
名

浜
松

Ｓ
Ａ

）
浜

松
市

北
区

都
田

町
地

内
訓

練
日

時
：
10

日
10

:0
0～

11
:3

0

避
難

退
域

時
検

査
場

所
運

営
訓

練
（
谷

稲
葉

う
ぐ

い
す

パ
ー

キ
ン

グ
エ

リ
ア

）
藤

枝
市

谷
稲

葉
地

内
訓

練
日

時
：
10

日
10

:0
0～

11
:3

0

放
射

線
防

護
設

備
稼

働
訓

練
（
灯

光
園

、
東

海
清

風
園

、
市

立
御

前
崎

総
合

病
院

、
牧

之
原

消
防

署
）

消
防

隊
員

原
子

力
防

災
資

機
材

取
扱

訓
練

（
御

前
崎

市
消

防
本

部
)

御
前

崎
市

池
新

田
51

51
-1

訓
練

日
時

：
10

日
9:

00
～

12
：
00

在
宅

要
配

慮
者

屋
内

退
避

訓
練

（
御

前
崎

市
白

羽
公

民
館

）
御

前
崎

市
白

羽
54

03
-2

0
訓

練
日

時
：
10

日
9:

30
～

11
:0

0

在
宅

要
配

慮
者

屋
内

退
避

訓
練

（
小

笠
南

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

）
菊

川
市

高
橋

36
69

-1
訓

練
日

時
：
10

日
8:

30
～

11
:3

0

原
子

力
災

害
医

療
訓

練
（
浜

岡
原

子
力

発
電

所
)

御
前

崎
市

佐
倉

55
61

訓
練

日
時

：
10

日
8:

30
～

9:
15

原
子

力
災

害
医

療
訓

練
（
市

立
御

前
崎

総
合

病
院

)
御

前
崎

市
池

新
田

20
60

訓
練

日
時

：
10

日
9:

15
～

10
:2

0

警
戒

区
域

設
定

訓
練

（
（
国

）
15

0号
千

浜
南

交
差

点
）

訓
練

日
時

：
10

日
8:

30
～

9:
00

原
子

力
災

害
医

療
訓

練
（
県

立
総

合
病

院
)

静
岡

市
北

安
東

4-
27

-1
訓

練
日

時
：
10

日
10

:2
0～

11
:3

0

被
ば

く
者

受
入

訓
練

（
浜

松
医

科
大

学
附

属
病

院
）

浜
松

市
東

区
半

田
山

一
丁

目
20

-1
訓

練
日

時
：
10

日
10

:4
5～

11
:1

5

Ｏ
Ｆ

Ｃ
運

営
訓

練
、

緊
急

時
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
訓

練
（
原

子
力

防
災

セ
ン

タ
ー

）
牧

之
原

市
坂

口
35

20
-1

7
訓

練
日

時
：
9日

9:
30

～
15

:3
0

緊
急

時
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
訓

練
（
各

関
係

11
市

町
空

間
放

射
線

量
室

測
定

候
補

地
点

）
訓

練
日

時
：
9日

9:
30

～
15

：3
0
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静岡県原子力防災訓練
（図上訓練）の実施結果

「原子力防災センター等運営訓練」

静岡県原子力安全対策課

原子力防災センター

合同対策協議会室 原子力防災センター等運営訓練の概要

日時 平成29年2月9日（木）午前9:30から

午後3時30分まで

場所 原子力防災センター、県庁、関係市町等

想定 原子力単独の災害

手法 ブラインド方式

内容 防護措置の実施方針の決定訓練

避難者受入可否の確認訓練

原子力防災ポータルによる情報発信訓練

等

訓練参加者

■ プレーヤー（訓練参加者）

• ＯＦＣ、ＥＭＣ、関係市町災害対策本部、静岡県
原子力災害対策本部、（以下、県本部を通じて
情報受伝達可）県各方面本部、県内市町、関係
都県

■ コントローラー（訓練統制）

• 政府原子力災害対策本部（ＥＲＣ）、病院・社会
福祉施設、浜岡地域原子力発電所、公共交通
機関、報道関係、その他全て

防護措置等に係る関係機関の役割と情報の流れ
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訓練スケジュール（訓練開始時）
訓練スケジュール（午前）

訓練スケジュール（午後） 緊急時モニタリングセンター（ＥＭＣ）

オフサイトセンター（ＯＦＣ）

総括班

広報班

放射線班

医療班

住民安全班

運営支援班

実動対処班

プラントチーム

（原子力事業者）

総括班
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広報班 放射線班

医療班 住民安全班

運営支援班 実動対処班
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実動対処班（消防） 実動対処班（警察・海保）

プラントチーム 原子力事業者（中部電力）

県オフサイトセンター派遣班 コントローラー（情報付与）
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原子力防災活動情報システム 国、県、関係市町テレビ会議（１）

国、県、関係市町テレビ会議（２） 訓練記者ブリーフィング

視察（知事） 視察（防災・原子力学術会議委員）
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視察（キャンプ富士） 県庁、県内市町、関係都県

避難者受入可否の確認訓練

原子力防災ポータルによる情報発信訓練

情報の流れ

（訓練）静岡県原子力災害対策本部
原子力班

電話０５４－２２１－２０８８

関係都県

各方面本部

県内市町

電話
（災害時優先電話想定）

電話
（災害時優先電話想定）

電話
（災害時優先電話想定）

原子力防災ポータル（ホームページ）

「お知らせ」による情報発信
（ｆａｃｅｂｏｏｋ、ツイッターと連動！）

浜岡原子力発電所の状況（地図）
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浜岡原子力発電所の状況（表） 避難指示等の状況（訓練開始時）

避難指示等の状況（地図） 避難指示等の状況（表）

避難先の受入可否の状況（県内） 避難先の受入可否の状況（県外）
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避難先の受入可否の状況（表） 避難退域時検査場所の状況（地図）

避難退域時検査場所の状況（表） 主な避難経路の状況（表）

主な避難経路の状況（例：県内） 主な避難経路の状況（例：県外）
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成果

• 新たに整備された「原子力防災センター」にお
いて、国・県・市町と防災関係機関が緊密に連
携し、活動する体制を検証した。

• 放射性物質の放出を想定し、放射線量の測定
値に基づき防護対策を決定訓練により、緊急
時モニタリング結果に基づく状況判断を検証し
た。

• 「原子力防災ポータル」による住民への情報伝
達訓練を実施し、スマートフォン等による住民
への情報伝達の有効性等を検証できた。

課題

• オフサイトセンターにおける国職員と県・市町
職員との連携について、様々な異なる状況を
想定した訓練が必要である。

• 特に、大規模地震等の複合災害を想定し、原
子力防災センターでの活動と県庁・関係市町
等との連携について研究する必要がある。
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1

平成28年度静岡県原子力防災訓練

（実動訓練）の実施結果

2

～避難退域時検査場所運営訓練～
於：新東名浜松ＳＡ下り線

谷稲葉うぐいすＰＡ

3

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～避難退域時検査場所運営訓練～

車両ゲートモニタによる車両検査 4

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～避難退域時検査場所運営訓練～

バス等 降車後住民検査会場へ

5

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～避難退域時検査場所運営訓練～

GMサーベイメータによる指定箇所検査 6

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～避難退域時検査場所運営訓練～

体表面汚染モニタによる検査
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7

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～避難退域時検査場所運営訓練～

住民簡易除染 8

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～避難退域時検査場所運営訓練～

GMサーベイメータによる検査及び簡易除染

9

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～避難退域時検査場所運営訓練～

自衛隊による車両除染 10

在宅要配慮者屋内退避訓練
於：菊川市小笠南地区コミュニティセンター

11

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の状況

～在宅要配慮者屋内退避訓練 於：小笠南地区コミュニティセンタ～

陽圧浄化ユニット建屋 12

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～在宅要配慮者屋内退避訓練 於：小笠南地区コミュニティセンタ～

差圧計
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13

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～在宅要配慮者屋内退避訓練 於：小笠南地区コミュニティセンタ～

在宅要配慮者の受付 14

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～在宅要配慮者屋内退避訓練 於：小笠南地区コミュニティセンタ～

段ボール間仕切りの設置

15

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の状況

～在宅要配慮者屋内退避訓練 於：小笠南地区コミュニティセンタ～

備蓄食糧の確認 16

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の状況

～在宅要配慮者屋内退避訓練 於：小笠南地区コミュニティセンタ～

在宅要配慮者の搬送

17

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～在宅要配慮者屋内退避訓練 於：小笠南地区コミュニティセンタ～

在宅要配慮者の自衛隊車両による搬送 18

～原子力災害医療訓練～
於：市立御前崎総合病院等
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19

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～原子力災害医療訓練～

市御前崎総合病院における傷病対応 20

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～原子力災害医療訓練～

汚染拡大防護措置（アイソポッド使用）

21

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～原子力災害医療訓練～

ヘリによる県立総合病院への搬送 22

～消防隊員原子力防災資機材取扱訓練～
於：御前崎市消防本部

23

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～消防隊員原子力防災資機材取扱訓練～

除染シャワーテントの設置訓練 24

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～消防隊員原子力防災資機材取扱訓練～

防護服の着用訓練
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25

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～消防隊員原子力防災資機材取扱訓練～

救急車の養生 26

～警戒区域設定訓練～
於：国道150号千浜南交差点付近

27

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～警戒区域設定訓練～

立入禁止看板の設置 28

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～警戒区域設定訓練～

車両の引き込み

29

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～警戒区域設定訓練～

立入可否の対応状況 30

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～成果～

・各訓練において、災害対応にかかる手順確認するともに、
関係機関等との相互の連携について確認できた。

・県・市町・防災関係機関の職員が、企画段階から主体的に
関与することにより知識や習熟度が向上した。

・避難域時検査場所運営訓練や警戒区域設定訓練におい
て、今まで訓練を行っていなかった会場で訓練を実施し、
導線等の確認ができた。

・住民避難訓練において、外部被ばくを防ぐための手段とし
て住民のレインコート着用訓練を実施し、住民への普及啓
発ができた。

・在宅要配慮者の屋内退避訓練等では、放射性物質の除去
フィルターを整備した施設において、設備稼動時の入退出
手順・設備稼働手順・搬送体制の確保手順等を確認できた。
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31

平成28年度静岡県原子力防災訓練（実動訓練）の実施結果

～課題～

・避難退域時検査場所運営訓練において、訓練当日強風
だったため、エアーテントが煽られ設置に時間を要し運営
面でも苦労する場面があった。そのため、強風下でも安全
に設営、利用できる資機材の整備や検査場所の選定が必
要である。

・災害対応力の向上には、更なる要員の習熟や防災関係機
関相互連携が必要であるとの声が多かった。そのため、継
続して訓練を実施し、災害対応力の向上を図っていく必要
ある。
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